
新専門医制度における小児科専門医更新基準のまとめ

i 診療実績の証明　（5年間で100例集めると10単位）
100症例の診療にあたった症例（外来・入院どちらも可）または健診・予防接種活動（半
日で1症例相当）について文書でまとめる。症例については書式があり（5ページ目に外観
あり）、5例をA4で1ページにまとめる簡素のものでよい。5年間で100症例なので、1年間
で20症例（A4で4ページ分）を毎年まとめていくとよいだろう。

ii 専門医共通講習　（1時間で1単位、5年間で最低5単位が必要）
JPS専門医オンライン・セミナー（別紙で詳述、このセミナーだけでii iiiを全クリア可能）
医療安全講習会（必修：5年間で1単位以上必要）
感染対策講習会（必修：5年間で1単位以上必要）
医療倫理講習会（必修：5年間で1単位以上必要）
指導医講習会（2泊3日で3単位）、臨床研究/臨床試験講習会、医療事故検討会、医療法制
講習会、医療経済講習会

iii 小児科領域講習　（1時間で1単位、5年間で最低20単位が必要で、30単位を狙いたい）
JPS専門医オンライン・セミナー（別紙で詳述、このセミナーだけでii iiiを全クリア可能）
日本小児科学会の講演、熊本小児科学会の講演、分科会での講演
乳幼児健診の講習会
思春期医学臨床講習会
小児の在宅医療実技講習会
熊本小児保健研究会の講演
熊本小児科医会の講演
PALS講習会、NCPR講習会

iv 学術業績・診療以外の活動実績（5年間で0～10単位）
熊本小児科学会・日本小児科学会・小児科医会総会フォーラムの筆頭演者・第2筆頭演者
熊本小児科学会・日本小児科学会・小児科医会総会フォーラムの座長・司会
査読のある論文の筆頭著者（2単位）および共著者（1単位）
学会等への参加（1単位）（ただし2021年3月更新分までは熊本小児科学会参加は3単位）
学校医・園医（2単位）、地域・学校での講演・座長（1単位） 

項目 取得単位（5年間） 実際例1 実際例2

i 診療実績の証明 10単位 10単位 10単位

ii 専門医共通講習 5～10単位　（うち3単位必修） 5単位 5単位

iii 小児科領域講習 20単位以上 30単位 25単位

iv 学術業績・診療以外の活動実績 0～10単位 5単位 10単位

（5年間の取得単位） 50単位 50単位
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「JPS専門医オンライン・セミナー」に用意されているコンテンツ
・専門医共通講習　10単位
・小児科領域講習　100単位以上

※つまり、「JPS専門医オンライン・セミナー」だけで
　5年間に必要な「ii 専門医共通講習(5単位以上必須)」と
「iii 小児科領域講習(20単位以上必須)」の単位が余裕をもって取得できる

＜視聴方法＞
日本小児科学会ホームページ
https://www.jpeds.or.jp/
から「会員専用ページへ」へアクセス 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小児科領域講習の単位を獲得するために
（1時間で1単位、5年間で最低20単位が必要で、できれば30単位を狙いたい）

熊本小児科学会（年3回）　1回1-2単位 x 3回 = 3-6単位/年にすると　5年間で 15-30単位
熊本小児科医会（年2回）　1回1-2単位 x 2回 = 2-4単位/年にすると　5年間で 10-20単位
熊本小児保健研究会（年1回）　1回1単位 x 1回 = 1単位/年にすると　5年間で 5単位
県内で行われる熊本大学小児科救急集中治療研究会、小児在宅医療実技講習会など分野別
の研究会でも可能な限り3ヶ月前に専門医委員会に諮って講習として認定を受ける方向で進
めていただくよう各会へお願いする。NCPR講習会、PALS講習会でも単位取得できる。

これらに加え、JPS専門医オンライン・セミナーは小児科領域講習だけで100単位以上の
コンテンツを持つので上記と適宜組み合わせて受講すればよさそう

専門医共通講習の単位を獲得するために
（1時間で1単位、5年間で最低 5単位 が必要）

熊本小児科学会（年3回）　うち年2回（2単位）実施すると　5年間で 10単位
これらに加え、JPS専門医オンライン・セミナーは専門医共通講習だけで10単位のコンテ
ンツを持つので上記と適宜組み合わせて受講すればよさそう

2017年4月以降の熊本小児科学会の年間計画パターン（予定）
　～小児科領域講習・専門医共通講習の単位を獲得するために～

20xx年6月 一般演題なし
教育講演30分x2回（1単位） 特別講演60分（1単位）
専門医共通講習60分（1単位）

（教育講演・特別講演を小児科領域講習として認定を受
ける予定）

小児科領域講習 2単位
または
小児科領域講習 1単位
専門医共通講習 1単位

（1日での取得上限が2単位ま
で、という規定のため）

20xx年10月 一般演題あり
専門医共通講習60分（1単位） 特別講演60分（1単位）

小児科領域講習 1単位
専門医共通講習　 1単位

20xx年2月 一般演題あり
教育講演30分x2回（1単位） 特別講演60分（1単位）

小児科領域講習 2単位

1年間の小計 小児科領域講習 4-5単位
専門医共通講習 1-2単位

5年間の総計 小児科領域講習 20-25単位
専門医共通講習 5-10単位
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2017年3月～2019年3月の移行期における更新方法、2020年以降に更新予定の方の注意点

ポイント

補足説明
書式を見るとなにをすればいいのかイメージがつくので、今から新旧の申請書を手元にお
いて、集めるべき症例や健診・予防接種業務を書き込んでいくのがおすすめ。
5年間で100例、つまり1年間あたり20例の症例をまとめる必要があるので今から毎年20例
をまとめた方が楽です。書式（5ページ目に外観あり）は新専門医制度用の申請書の中に含
まれています。

数年後に更新予定の方は「症例のまとめ」だけは今から始めておいたほうがよいです
2019年3月までは新専門医制度と旧専門医制度の2種類の更新書類を用意する必要があります
新旧の書式は日本小児科学会の「会員専用ページへ」→「専門医関係」からダウンロードする
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